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鹿
行
地
域
の
振
興

議
員　

鹿
行
地
域
は
著
し
い
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
個
性
を
活
か

し
た
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
振
興

策
が
必
要
で
あ
る
。「
生
活
大
県
」
の

実
現
に
向
け
た
本
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

知
事　

首
都
圏
の
食
料
供
給
基
地
と
し

て
の
農
業
の
振
興
や
、
鹿
島
港
や
東
関

東
自
動
車
道
水
戸
線
の
整
備
効
果
を
活

か
し
た
国
際
競
争
力
の
あ
る
産
業
拠
点

の
形
成
、
自
然
や
歴
史
、
ス
ポ
ー
ツ
資

源
を
活
か
し
た
観
光
交
流
の
促
進
に
取

り
組
み
、
元
気
な
地
域
に
し
て
い
く
。

議
員　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」
に
お

い
て
、
本
県
の
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が

再
び
最
下
位
と
な
っ
た
。
魅
力
度
向
上

の
た
め
、
県
外
へ
の
情
報
発
信
の
強
化

や
知
事
の
精
力
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

茨
城
マ
ル
シ
ェ
や
い
ば
キ
ラ
Ｔ

Ｖ
の
充
実
に
加
え
、「
な
め
ん
な
よ
♥

い
ば
ら
き
県
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
前
面

に
「
い
ば
ら
き
を
知
ろ
う
！
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
魅
力
を
紹
介
し
て
い
く
。

私
自
身
を
含
め
、
県
庁
を
あ
げ
て
県
の

魅
力
発
信
に
精
一
杯
取
り
組
む
。

 

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
促
進

議
員　

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
は
完
成
ま
で

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
足
踏
み
し
て
い

る
。
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
の
た
め
、
事

業
を
促
進
し
、
一
日
も
早
く
導
水
を
開

始
さ
れ
た
い
。
今
後
の
県
の
対
応
は
。

企
画
部
長　

国
の
検
証
作
業
の
九
月
の

幹
事
会
で
本
事
業
が
他
と
比
較
し
て
最

も
有
利
と
の
案
が
示
さ
れ
た
。
治
水
・

利
水
の
両
面
、
特
に
霞
ヶ
浦
の
浄
化
に

極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
市
町
村

や
関
係
都
県
と
と
も
に
事
業
継
続
と
早

期
完
成
を
国
に
対
し
強
く
求
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

農
業
の
振

興
、
公
立

小
中
学
校

統
廃
合
へ

の
支
援
な

ど
も
質
問
）

議
員　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
は
地
域

の
期
待
と
と
も
に
フ
ァ
ン
層
を
拡
大
し

て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。
地
域
資
源
と
し
て
の
活
用

と
支
援
に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長　

本
県
の
貴
重
な
地
域
資
源

と
捉
え
、
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地

域
活
性
化
事
業
な
ど
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
茨
城
空
港
で
の
展
示
や
い
ば
キ

ラ
Ｔ
Ｖ
で
の
配
信
な
ど
、
さ
ら
な
る
Ｐ

Ｒ
の
検
討
を
含
め
、
水
戸
市
な
ど
と
連

携
を
図
り
な
が

ら
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
偕

楽
園
・
弘
道
館

の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
な
ど
も

質
問
）

 
感
動
の
あ
る
茨
城
づ
く
り

議
員　

障
害
者
の
就
労
促
進
の
た
め
、

共
に
働
く
こ
と
で
お
金
に
換
算
で
き
な

い
豊
か
さ
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
、
知
事

を
先
頭
に
企
業
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し
、
障
害

者
と
共
に
働
け
る
事
業
所
を
一
つ
で
も

多
く
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。
障
害
者
の

就
労
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

知
事　

私
自
ら
も
企
業
関
係
者
と
の
懇

談
な
ど
を
通
し
て
、
障
害
者
の
明
る
さ

や
真
面
目
な
姿
勢
が
職
場
に
様
々
な
良

い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
を
訴
え
、

障
害
者
に
働
く
場
を
一
つ
で
も
多
く
提

供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
衛
隊

を
は
じ
め
、
警
察
や
消
防
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
が
、
災
害

時
に
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と
ど
の
よ

う
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
防
災

関
係
機
関
か
ら
な
る
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
総

合
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
時
に
円

滑
か
つ
的
確
に
初
動
対
応
や
応
急
対
策

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
連
携
強

化
を
図
る
。

議
員　

実
践
力
や
課
題
解
決
能
力
を

持
っ
た
人
づ
く
り
を
進
め
、
未
来
を
担

う
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
茨
城

農
業
の
発
展
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今

後
、
農
業
大
学
校
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
農
業
教
育
を
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

栽
培
や
経
営
の
基
礎
習
得
に
加

え
、
対
面
販
売
実
習
な
ど
を
通
じ
、
優

れ
た
農
業
者
を
養
成
す
る
。
ま
た
、
大

学
や
研
究
機
関
な
ど
が
数
多
い
本
県
の

学
習
環
境
を
生
か
し
、
農
大
を
中
心
と

し
て
農
業
教
育

の
先
進
県
を
目

指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
圏

央
道
の
周
辺
整

備
、
県
税
徴
収

率
の
向
上
策
な

ど
も
質
問
）

 

指
定
廃
棄
物
等
の
保
管

議
員　

指
定
廃
棄
物
※
な
ど
は
、
最
終

処
分
場
候
補
地
選
定
が
難
航
し
て
い
る

た
め
、
県
内
各
地
に
分
散
し
て
保
管
せ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
保
管
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

こ
れ
ま
で
三
度
に
わ

た
る
県
独
自
の
現
地
検
査
を
行
い
、
そ

の
都
度
全
保
管
施
設
で
保
管
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
も
、
定
期
的
な
検
査
の
ほ
か
、
一

時
保
管
者
と
相
談
し
、
屋
内
保
管
な
ど

保
管
対
策
の

強
化
を
進
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
取

手
競
輪
、
県

道
谷
田
部
藤

代
線
の
整
備

な
ど
も
質
問
）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出  

分割方式

本
県
の
魅
力
度
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

横山　忠市 議員
いばらき自民党
行 方 市 選 出  

一括方式

山岡　恒夫 議員
いばらき自民党
牛 久 市 選 出

一括方式

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の

活
用
と
支
援

ことば ※【指定廃棄物】…東京電力福島第一原発事故で発生した放射性セシウムの量が１キログラム当たり8,000ベクレルを超過している焼却灰や汚泥などであって、環境大臣
が指定した廃棄物。

農
業
大
県
と
し
て
の

農
業
教
育
の
あ
り
方

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

決
算
特
別
委
員
会
（
小
田
木
真
代
委
員
長
）
で
は
、
七
月

二
十
九
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

の
内
田
議
事
調
査
部
長
か
ら
「
決
算
審
査
の
考
え
方
」
に
つ
い
て
、

意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
六
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
二
十
四
年
度
茨

城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
」
及
び
「
平
成
二
十
四
年
度

茨
城
県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
」
に
つ
い
て
、
十

月
二
十
二
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
平
成
二
十
四
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会

を
開
催
し
部
門
別
審
査
を
行
い
、
第
四
回
定
例
会
の
会
期
中
の

委
員
会
に
お
い
て
総
括
質
疑
の
後
、
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

　

本
県
を
含
む
原
子
力
発
電
関
連
施
設
が
立
地
す
る
、
十
四
道

県
議
会
の
議
長
で
構
成
さ
れ
る
「
原
子
力
発
電
関
係
道
県
議
会

議
長
協
議
会
」
が
十
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
終
了
後
、
会
長
で
あ
る
本
県
の
白
田
信
夫
議
長
を

中
心
に
、
浜
田
靖
一
自
民
党
幹
事
長
代
理
の
ほ
か
、
赤
羽
一
嘉

経
済
産
業
副
大
臣
及
び
池
田
克
彦
原
子
力
規
制
庁
長
官
を
訪
問

し
、
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
な
ど
に
関
す
る
要
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

要
請
に
お
い
て
、
白
田
議

長
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
早
期
収
束
に
つ
い

て
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決

定
や
安
倍
総
理
大
臣
が
世
界

に
事
態
の
収
束
を
約
束
し
た

こ
と
も
踏
ま
え
、
一
層
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
求
め
た
の

に
対
し
、
赤
羽
経
済
産
業
副

大
臣
は
「
国
と
し
て
も
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
関
係
道
県
議
会
議
長
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
に

関
す
る
要
請
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
の
推
進
と

自
衛
隊
な
ど
と
の
連
携

自衛隊との訓練の様子

県民の貴重な財産である
霞ヶ浦

活躍が期待される
水戸ホーリーホック

都内有名専門店で対面販売
実習を行う農業大学校生

赤羽一嘉経済産業副大臣（中央）に要請書を手渡す
白田信夫県議会議長（左から二番目）

一般質問（要旨）


